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大腸粘膜の完全切除ができ,か-)永久的入り江門が避け

られる術式として近年広く行われるようをこなっている.

術後ハ排便機能の改善を日的､LこしてS乳 J型.ト1型.

W塾,Rockpouchなど各種回腸轟が報告されている

那,私共の教室では1984年より容慶と横幅が期待でき

るW塾回腸藤を作製しての再建を行ってきた.手術は2

期又は3期の分割手術を行っている軌 奪回は第2期日

のW塾回腸療虻門吻合術の術式をシネで観覧した.術後

成紙に/,し､てい工次演苦か発表したが,満足し･T)る結果か

得られている申

3)W型回腸顔見工門吻合術後の排便機能

山井 健介 (県立加茂病院外事射
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潰鳩十牛大腸炎ltq†礼 家族什人腸腺腫症.'i例に1㌔E'型回腸

兼肝門吻合術を施行L.術後Lr〕耕:便機能を評価した.臨

床スコアを算出し排便状態の経略的変化を評価するとと

もに,直腸肝門内は掩&..回腸燕造郎tr:行左い1'日､~ハ知

見を得た.1)臨床スコアは経特約に増加改善した.2)

1日排便回数は回腸療閉鎖後6,12,24カ月でそれぞれ

着意の逆相関が認められた.射 回廃車の鱗径及び拡大

率は正常直腸のそれらに放し有意をこ太きく, 1円排便回

数との間にもそれぞれ有意の逆相関が認められた,した

が-､て,回腸喪ハ最人耐容鼠,#f'Y..払大事は排便粍能

を良く反映 し争奪嵐 横径がともに太きなW塾回腸喪虻

門吻合術の有用性が示唆きれた.

･1)回腸喪肝門吻合術後の qu;1ritl,()flifpと

術後合併症
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回腸蕪肝門吻合術を施行した潰癌性人腸炎2L)症三例 tW

型21†札 J型 1例lを対象に術後の quaritl,OflifLT､L:

合併症について検討した.1日平均排便回数は4.3±1,3

回であり,総合的にもほぼ良好な排便機能が緩たれてい

た.日常生活では,食事や飲酒をこ多少の制約を認める私

のの,日常の外出や旅行をこ制限はなく,術前有職者全員

が就業していた.吻合部縫合不全.肝門粧唾を各々1例
経験 しているが,いずれも保存的にあるいはは手術で治

癒しておりずその他,排尿障害や健勝能障害は認められ

なかった,妊娠,出産の希望もあり,患者の高齢化後の

排便機能とともに今後の課題と考えられた.

5)潰療性大腸炎に合併 した尭腺癌の 2切除例

山本 陸生 8斎藤 英樹
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潰鳴性人腸炎し')癌化例く封矧牛'L:.も近年増加ハ傾向i･こIfT,

り,当村でも最近2)切除例を経験した(rlで報告する.症

例 1は23才磯懐 で,8年間の加療の後畜腺癌,下行結腸

癌を発見し,結腸全摘術を施'lj-した.進行度はトioP2.(∴

3型.I/1.Ox6.5cm.I)oorly･>SjL,､汰.11丁:ト＼/0.1う,I

型､2.5＼く2∴icm.Wt)ll>h:lu(､inous,I)11~1,lyn.＼:r一一で

あった.穿孔をこよる骨盤腰轟を形成しており,寮菌血症

などのため術後7ケ月で死亡した.症例 2は52才男性で,

血便を2年間放置した後,腸閉塞症となり緊急入院し,

直腸癌を合併 した濃歯性大腸炎の診断で太勝全摘術を施

行Lf∴ 進行度は IioPo.Rこl>Rh.･･1型∴i.i-1＼i-).0LTrn.

WeilヲS,ly3,Viであった.術後多発小腸穿孔にて再

手術施行し 術後 1年経過観察中である.癌化の問題や,

手術方法の進歩により,今後は難治例や経過観察が十分

に行なえない例では,構榛的をこ切除の方向へ進むべきか

もし.木立し､.


